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2021 年１月 13 日 

 

各      位 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年５月期第２四半期（累計）連結業績予想数値と実績値との差異 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 当社は、2020年10月９日に公表しました2021年５月期第２四半期（累計）連結業績予想の数値と本日公表しました同実績

値との間に差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 また、最近の業績動向を踏まえ、2020年７月13日に公表しました2021年５月期通期の連結業績予想数値を修正いたしまし

たので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 2021 年５月期第２四半期（累計)連結業績予想数値と実績値との差異（2020 年６月１日～2020 年 11 月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

（円） 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 29,000 3,400 3,600 2,500 56.06 

今 回 実 績（Ｂ） 31,524 5,640 5,772 4,320 96.88 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 2,524 2,240 2,172 1,820  

増 減 率（％） 8.7 65.9 60.3 72.8  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2020 年５月期第２四半期） 
28,668 3,840 4,310 3,097 69.46 
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（業績予想数値と実績値との差異の理由） 

 当第２四半期連結累計期間（2020 年６月１日から 2020 年 11 月 30 日まで）は、新型コロナウイルス感染症が世界的に広

がりました。これを受け、花種子は、イベントや観光関連の装飾用、植栽用の需要が減少しましたが、春の第１波によるマ

イナス影響からの市場回復が早かったことや、家庭園芸への需要増加もあり、前年同期比で減収になったものの、減少幅は

想定よりも小幅にとどまりました。野菜種子や資材は、新型コロナウイルス感染症のマイナス影響が軽微であった一方、家

庭園芸での需要増や前倒し需要など、プラスの影響がありました。また、野菜種子については、ブロッコリー、トマトなど

の当社主力商品の売上が好調に推移いたしました。 

 これらの結果、 当第２四半期連結累計期間における売上高は、業績予想を 8.7％上回りました。また、野菜種子の販売が

好調だったことなどから粗利益率も想定を上回った一方、営業活動の制約などにより販売費及び一般管理費は想定を下回っ

たことなどから、営業利益は予想比 65.9％上回る結果となりました。これらを受け、経常利益は 60.3％、親会社株主に 

帰属する四半期純利益は 72.8％、それぞれ予想を上回りました。 

 

２． 2021 年５月期通期連結業績予想数値の修正（2020 年６月１日～2021 年５月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益

（円） 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 61,700 6,000 6,200 4,400 98.66 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 64,800 7,200 7,400 5,600 125.57 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 3,100 1,200 1,200 1,200  

増 減 率（％） 5.0 20.0 19.4 27.3  

（ご参考）前期実績 

（2020 年５月期） 
61,667 7,482 8,070 6,094 136.65 

 

（修正の理由） 

 通期の連結業績予想は、新型コロナウイルス感染症の懸念は継続しており、当連結会計年度中は影響が残るものと想定し

ておりますが、 当第２四半期連結累計期間における新型コロナウイルス感染症による影響やその結果としての業績を踏まえ、

売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益の各項目について、予想を上方修正いたします。 

 なお、想定為替レートは、足元の状況を踏まえ、米ドルは 103 円、ユーロは 125 円、ブラジルレアルやアジア通貨は 12 月

下旬の水準に変更いたしました。想定為替レート見直しによる業績予想への影響は、売上高に対してはプラス約４億円、営

業利益に対してはプラス約 40 百万円と試算しております。 

 

 なお、業績等に影響を与える事業等のリスクについては、最近の有価証券報告書（2020 年８月 25 日提出）により開示を 

行った内容から、重要な変更はありません。今後の状況変化に注視し、業績予想の修正が必要になった場合には、速やか 

に開示いたします。 

 

（注）本資料に記載された業績予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以上 


